
　  

　     

広
報
の
と
　
第

146
号
平
成
29
年
4
月
1
日
発
行

■
発
行
：
能
登
町　

■
編
集
：
広
報
情
報
推
進
課

〒
９
２
７

－

０
４
９
２

石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
字
宇
出
津
新
1
字
１
９
７
番
地
１

☎
：
０
７
６
８

－
62

－

１
０
０
０
㈹

能
登
町U

RL

：http://w
w

w
.tow

n.noto.lg.jp
Ｅ

－

メ
ー
ル 

： info@
tow

n.noto.lg.jp

「広報のと」4 月号の印刷費は一部当たり 27 円です。 PIN No.P13 - 0179
環境保護印刷：クリオネマーク認証

この印刷物は、E3PA のゴールドプラ
ス基準に適合した地球環境にやさし
い印刷方法で作成されています。
E3PA：環境保護印刷推進協議会

大型冷凍庫の前でテープカットを行う竣工式参列者

漁業経営安定化に大きな期待
水産物鮮度保持・加工処理施設が完成

　宇出津新港で建設が進められてきた

「宇出津港水産物鮮度保持施設、水産物

加工処理施設」が完成し、3 月 19 日に

竣工式が行われました。持木町長は式辞

で「能登地域の水産業の一大拠点として

発展することに期待します」と述べ、施

設の活用による就業機会の創出や水産物

のブランド力向上に期待を寄せま

した。

　町は施設の活用により、水産物の値崩れ

防止や付加価値付与など、町の基幹産業で

ある水産業の経営安定化を目指します。

鮮魚を自動で一次加工できる設備が数多く設置される

左側の建物が鮮度保持施設、
右側は加工処理施設

　北河内にあるエドヒガンの古木「御所桜」。地元の
有志が結成した「守る会」メンバーは、桜を地域のシ
ンボルとしてにぎわい作りにつなげようと、満開の日
を心待ちにしています。

写真：平成 26 年 4 月 17 日撮影・満開の御所桜
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聴
衆
と
共
に
歩
ん
だ
30
年

感
謝
の
演
奏
会

　

宇
出
津
を
中
心
に
活
動
す
る

市
民
バ
ン
ド
「
宇
出
津
吹
奏
楽

研
究
会
」
の
定
期
演
奏
会
が
3

月
19
日
、
役
場
能
都
庁
舎
で
開

か
れ
ま
し
た
。
約
40
人
の
団
員

が
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
演
歌
メ
ド

レ
ー
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

10
曲
あ
ま
り
を
演
奏
し
、
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。
定
期
演
奏

会
は
年
に
一
度
、
こ
の
時
期
に

行
わ
れ
て
い
て
、
今
回
は
30
回

の
節
目
の
公
演
に
な
り
ま
し

た
。「
楽
し
ま
な
け
り
ゃ
音
楽

じ
ゃ
な
い
！
」の
合
言
葉
通
り
、

曲
の
合
間
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
た
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
な

ど
が
あ
り
、
観
客
席
と
演
奏
者

が
一
体
と
な
っ
て
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ジャンケンゲームに観客も参加
し、楽しいひとときを過ごした

表情豊かな演奏で観客を魅了

穴水町の「A-Kids」が愛らしく「恋ダンス」を見せ、演奏に花を添えた

会員手作りの告
知ポスター
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「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌

希望の春　笑顔咲く地域に


